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研究成果の概要（和文）：一人の売り手がオークションを行うときの，潜在的な入札社の参加を促す，新しい設
計方法を研究した．潜在的な入札社が少数で，案件の事前の地質調査費用等，参加に要する費用が高い場合に
は，最低入札価格を十分に低く設定するだけでは十分な参入数が確保出来ないことがわかった．そのような場合
に十分な参入数を確保するためには，売手の収益にあらかじめ上限（上限利益）を設けておく必要があることが
わかった．上限利益の設定方法は，(1)最低入札価格を設定せず入札価格に上限をつける方法や，(2)最低入札価
格を設定し，それ以上の入札がない場合にはただでランダムに選ばれた入札者に配分する方法，の二つがあるこ
とがわかった．

研究成果の概要（英文）：We studied a new auction design to encourage participation of potential 
bidders when a single seller sells an individual item. When the number of potential bidders is small
 and the participation cost is high, such as the pre-project survey cost, we found that setting a 
sufficiently low minimum bid is not optimal. In those cases, it is optimal for the seller to set an 
upper limit on her revenue (revenue-cap) in order to ensure the sufficient participation. The 
revenue-cap is implemented in two ways: (1) by introducing a maximum bid with no minimum bid, or (2)
 by introducing a minimum bid and allocating the item to a randomly selected bidder if there are no 
bids above the minimum bid.

研究分野：ゲーム理論

キーワード： Auction Design　　Competing Sellers　Revenue Cap

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研究結果から，公共調達案件ごとのパラメータを詳細に観測できれば，それに応じた社会的に最適な入札者数を
確保するためのオークション設計を行うことが理論的には可能になった．現在の日本においては十分な入札者を
確保できない公共調達オークション案件が多数存在している．この研究はそのような問題を解決するために役立
つことが予測される．今後はこの理論結果を実際に社会に実装するための具体的なオークション設計についても
研究していきたい．また，売り手が複数存在し，それら売手間の潜在的入札社の奪い合いといった競争がある場
合にも理論結果を拡張していきたい．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
オークションは，伝統的な農産物の競り市場だけではなく，近年急速に様々な市場への導 
⼊・普及が進んでいる．例えばアメリカを始めとした OECD 加盟国の多くの国では，周波 
数帯域の利用免許をオークションによって配分している．このとき，複数の周波数帯のパッ 
ケージをどのような順番でせり上げていけば良いか，新規参⼊企業をどの程度優遇すれば 
いいか，オークション後の企業合併を認めるか等，制度の細部を慎重に設計しないと，例え 
オークションを導⼊しても社会厚生が改善されないことが理論的にも実証的にもよく知ら 
れている． 
 
そのため既存のオークションの理論研究では主に，例えば上記の周波数オークションのよう 
に，中央政府が唯一の売手としてすべての財を一括してオークションにかけるような場合 
に，オークション設計の方法により，多数の⼊札者（買手）の行動とその結果として実現す 
る配分がように変化するのかについて分析が行われてきた．また実際，近年行われた様々 
な実際のオークションの設計には，研究成果を踏まえた経済学者の助言が多く活用されて 
いる． 
 
しかし，例えば公共財の政府調達に関しても，地方ごとに異なる自治体が同種類の工事をそ 
れぞれ個別にオークションしているように，現実の様々な市場では，売手（競売人）が複数 
存在し，それぞれが独⽴にオークションを行うことがよくある．そのような財の市場では， 
自治体同士が（潜在的）⼊札者の参加を巡って競合関係にあり，もし潜在的な⼊札者の数が 
少ないと，既存研究が想定してない，参加者数過小による⼊札不調が高い頻度で発生してし 
まうという問題がある．例えば近年の日本では，建築業において労働者の供給制約による 
⼊札者不足によって多数の⼊札不調が発生するのではという懸念が多く指摘されている． 
． 
 
従って既存研究では〸分には明らかにされてこなかった，多数の競争相手（売手）が参加し 
ている市場で，どのようにオークション設計を工夫して〸分な数の⼊札者を獲得すれば良 
いのか研究することが求められている． 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は次の二つである．(1) 個別の売手にとって，⼊札者間の〸分な競争を確保す 
るための最適なオークションを設計する．(2) 社会全体としてみたときに，そのような個別 
最適オークション設計によって社会的⾮効率性が減少するのか，または増加してしまうの 
かを明らかにする． 
 
第一の目的を達成することにより，⼊札数不足による追加的なコストの減少が可能になると 
期待される．多数の⼊札者の参加が見込まれないオークションでは〸分な競争が発生せず， 
落札価格も〸分に上昇せず，留保価格（最低⼊札価格）に届かない等オークションが上手く 
機能しないことが多い．このようなオークションの機能不全が起きると，⼊札不調に陥り， 
再オークションを行う時間コストや，随意契約への切り替えによる交渉コストなどの追加 
的コストがかかってしまう．しかし，既存研究で行われてきた，収益最大化オークションや 
社会効率性最大化オークションにはそのようなメカニズムが備わっていない．これらのコ 
ストを減少させるため，⼊札者の参加を促すような新しいオークションうを設計する． 
 
第二の目的を達成することにより，個別の売手にとって⼊札者の参加を促す最適オークショ 
ン設計を社会的な観点からどのように修正するべきか明らかになることが期待される．例 
えば，A と B という 2 つの自治体が公共財の調達を行うとする．このとき，⽚方の自治体 A 
が多数の⼊札者の参加を確保するために，ある方法で参加を促すオークションを設計・実行 
すると，A ではオークションが成功する．しかしもう一方の自治体 B では，潜在的な買手 
の大部分が A へ流れてしまうため，参加者数は少なくなってしまい，⼊札不調が発生し追 
加的なコストがかかってしまう．対抗して B も同様の参加を促すオークションを採用する 
と，調整の失敗により A も B も共に〸分な数の⼊札を得られずオークションが上手く機能 
しなくなってしまうかもしれない．このように競争により社会に負の影響が発生する可能 
性がある．反面，売手の競争を通じて⼊札者へのパイの配分が大きくなるので，既存のオー 
クションでは〸分に利益が確保されないために不参加であった新たな⼊札者を市場に参加 
させられるという正の効果も発生すると考えられる．これらの個別最適オークションにお 



ける正と負の効果の大きさを分析し，負の効果の方が大きいならば，社会的効率性を達成す 
るための修正方法を求める． 
 
３．研究の方法 
 
これらの目的のため，本研究では，売手（もしくは競売人）同士が⼊札者の獲得を巡って競 
合関係にある市場でのオークション理論について，ゲーム理論を使って数理モデル化を行 
い，均衡行動を求めることによって理論的に研究する．研究方法としてはまず第一に，複数 
売手が参加する市場に，既存のオークションの数理モデルを導⼊し，⼊札者の売手の選択に 
関する均衡戦略を求めることにより，どの程度の参加者数不足によるコスト及び社会的⾮ 
効率性が発生するのかを求める．その結果に基づいて，数理モデルを拡張し，買手の参加を 
促す方法をオークションに組み込むための最適な方法を導出し，上記の一つ目の目的を達 
成する．またさらにモデルを拡張し，すべての売手が，同様の参加を促すオークションを設 
計し，⼊札者達を奪い合うようなゲームを考え，均衡でどのような条件でどの程度の社会⾮効率
性が発生するか検討し，参加を促すメカニズムを認めず既存のオークションを行った 
場合の⾮効率性と⽐較を行い，二つ目の目的を達成する． 
 
４．研究成果 
 
一人の売り手がオークションを行うときの，潜在的な入札希望社の新たな参加を促す，新しいオ
ークション設計方法を研究した．既存研究により，潜在的な入札者が比較的多数いる場合は，最
低入札価格を十分に低く設定すれば，実際に十分な数の入札者が参入してくることが知られて
いる．しかし，潜在的な入札者が比較的少数で，さらに公共調達案件の事前の地質調査費用等，
参加に要する費用が比較的高い場合には，最低入札価格を十分に低く設定するだけでは十分な
参入数が確保出来ないことがわかった．さらにそのような場合に十分な参入数を確保するため
には，オークションによる売手の収益(Revenue)にあらかじめ上限を設けておく必要があること
がわかった． 
 
上限を設定するためには，(1)最低入札価格を設定せず入札価格に上限をつける方法や，(2)最低
入札価格を設定し，それ以上の入札がない場合にはただでランダムに選ばれた入札者に配分す
る，といった方法があることがわかった．実際どの方法が最適であるかは費用のパラメータによ
り場合分けする必要があることが分かったので，費用がどのような場合にどちらのオークショ
ン設計を行えばよいのか，特徴付けも行った 
 
さらに具体的に，どの程度の上限価格や最低入札価格を設定すればよいのか，そしてそれはどの
程度の入札者数が確保できるのかを詳細に検討し，いくつか試行的な計算を行った．その結果，
どの程度の入札者数が確保できるかの予測は潜在的な入札希望社がどのように分布しているか
等，案件のかなり詳細なパラメータに大きく依存し，複雑な場合分けが必要であることがわかっ
た．その結果，社会的に最適な入札者数をどのように計算するべきか，またそれを達成する設計
方法の詳細をどうするのか詳細に計算した．また，社会的に最適な入札者数の確保が不可能な場
合に，どのように入札上限価格や最低入札価格を設計すればよいのか，次善のオークションデザ
インを計算した． 
 
これらの結果から，公共調達案件のパラメータを詳細に観測できれば，それに応じた社会的に最
適なオークション設計を行うことが理論的には可能になった．今後はこの理論結果を社会に実
装するための具体的なオークション設計についても研究していきたい．また，売り手が複数存在
し，それら売手間の潜在的入札社の奪い合いといった競争がある場合にも理論結果を拡張して
いきたい． 
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